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論文内容の要旨
半導体を電極とし，非水溶媒を電解質溶液として用いた光電池の電極|液間の電子移動現象の基礎
的な研究を行った。結果は以下の通りである。
1 )可視部に吸収のあるキサンテン系色素を用い， <酸化亜鉛焼結体|非水溶液|白金〉光電池にお
ける色素増感作用の溶媒効果の研究より，光電流量は酸化亜鉛表面に吸着した色素の量ばかりでなく，
励起色素から電極への電子移動収率にも依存し，その移動収率は，水〉アルコール〉アセトン・アセ
トニトリル〉ジメチルホルムアミドの順に大きい事がわかった。又溶媒に不溶な色素を酸化亜鉛面上
に塗布した時， 7 層程度の色素層が表面をおおった状態で最大光電流を取り出す事ができ，色素ダイ
マーからの電子移動収率はモノマ一色素の o.3 ~ 0.5 倍程度と小さいことがわかった。増感光電流に
対する強色増感剤の溶媒効果についても研究した。
2 )硫化カドミウム電極は水溶液中では，光照射によって溶解反応を生じるので用いる事が出来ない。
これに対し塩基性の弱いニトロメタン，アセトニトリル溶液中ではカドニウムイオンの溶媒和が小さ
く溶解が押えられることを見い出した。この事を利用してく硫化カドミウム I 1一 /1-3 ・アセトニトリ
ル|白金〉光電池を組み立てたO そのエネルギ一変換効率は約 9.5 %と高く，又化学的損失の全くな
い実用に供しうる電池である事がわかったO 硫化カドミウム電極のエッチングの効果についても研究
した。
3 )アセトニトリル溶液中で酸化チタン単結晶電極による芳香族アミンの酸化反応を調べた。今まで
水溶液中では見られなかった酸化チタンのアミン添加によるフラットバンドポテンミャルの変化を見
い出した O この変化は酸化チタン表面の表面準位とアミンの電荷移動相互作用によって生じると解釈
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出来た。
論文の審査結果の要旨
半導体電極を用いた湿式光電池についてはこれまでも多くの研究が行われてきたが，電極反応の機
構や収率を支配する要因についてはまだ不明の点が多い。従来，この分野の研究が水溶液に限られて
いたのに対し，本論文では，アセトニトリル，ジクロルエタンなど多数の有機溶媒の電解質液を用い，
液中にとけた色素の光電流増感作用， CdS の陽極溶解反応， Ti0 2 , CdS などのフラットバンド電
位などに対する溶媒の効果をくわしく調べ，また ZnO (焼結体)上に塗付した固体色素層の光電子
注入に対する色素二量体形成の影響など多くの興味ある新事実を見出し，これに理論的解釈を与え，
水溶液を用いた系との比較により，光電極現象の本質の解明を前進させた D またこれらの結果をもと
にして，従来より約 10 倍，光電変換収率の高い安定な湿式電池を見出した。これらの結果は博士論
文に値するものと認められる。
-402一
